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（3）費用・期間（ *3）  

【 1】費用 

1 回あたり 100 万円（税抜）～ 

【2】期間 

準備：1 か月～2 か月 

ワークショップ実施：1 日～1.5 日 

*3 企業規模や支援内容などにより異なります。 

3.  今後の展開 

ＳＯＭＰＯリスクは、企業や地方自治体等の気候変動への対応を支援する新しいソリュー

ション・サービスを開発・提供することで、持続可能な社会の実現に貢献することを目指します。 

ＳＯＭＰＯリスクマネジメントについて 

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社は、損害保険ジャパン日本興亜株式会社を中核とするＳＯＭＰＯ

ホールディングスのグループ会社です。「リスクマネジメント事業」「サイバーセキュリティ事業」を展開し、

全社的リスクマネジメント（ERM）、事業継続（BCM・BCP）、サイバー攻撃対策などのソリューション・サービスを

提供しています。 

サービス内容に関するお問い合わせ先 

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社 リスクマネジメント事業本部 

コーポレート・リスクコンサルティング部 ERM グループ［担当：横山、伊橋］ 

ESG グループ［担当：菊地］ 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 1-24-1 エステック情報ビル 

TEL：03-3349-9179（直通） 

報道機関の方からのお問い合わせ先 

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社 

経営企画部［担当：田所］ 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 1-24-1 エステック情報ビル 

TEL：03-3349-4330  
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＜別紙＞ワーークショッップのイメージ 

 


